
２０２１年  ２月  ７日  ≪洗礼式・誕生祝福式≫ 

 主 日 礼 拝 

 ①８時半 ②１０時半 ③１３時半 ④１９時 

 司  会       ②白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷       ②小山美枝子姉 

賛  美  聖歌２３３番  ～神の国と神の義を～ 

ヤベツの祈り 

聖書朗読  ヨハネの第一の手紙３章 16～20節 

特別賛美   ①②宮田四郎兄／③④サラ・ナオミ会 

 

メッセージ  「私をも愛して死なれたイエス様」 

石井 潤 牧師 

 

献  金  聖歌４５３番 「罪深きこの身を愛して」 

洗 礼 式  賛美「栄光イエスにあれ」 

祝  祷 

お知らせ                   〔司会者〕 

賛  美  ～見つめつづけます～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★礼拝の恵みを心より感謝します！今週も主の守りが豊かにありますように！ 

☆今週の祈り会は 〇早天祈祷会：明朝６時～、◎祈祷会：木曜午前１０時半～、 

夜７時半～（大和教会の祈祷会に参加）。〇準備祈祷会：土曜夜８時～。 

★来週の日曜礼拝では聖餐式を行います。大切に致しましょう！ 

 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔２/７－/１４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 出エジ 33-34 35-36 37-39 40/レビ 1-2 3-5 6-7 8-9 10-11 

新約 マタ 24:29-51 25:1-30 :31-46 26:1-25 :26-46 :47-66 27:1-26 :27-46 

チェック ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○ ○○○ 



 

 

「イエスが私たちの為に命を捧げて初めて、真の愛を知ることができた。だから、私たちも

兄弟姉妹のために人生を捧げ、死んでも愛そうではないか。欲しいと思うものは何でも持っ

ているイエスの信者(クリスチャン)が、生活水準を下回るほど貧しい仲間を助けなければ、

その人に神の愛なんてあるわけがない。我が子よ、愛は、口先だけではなく、本物でなけれ

ばならない。そうだ、行動で示さない愛に価値などない！ 行動に出て初めて神の真理に従っ

ていることが分かる。そして、良心に恥じずに神の前に立てるのだ。」 

ヨハネの第一の手紙３章１６～１９節〔ALIVE訳〕 

 

イエス様は何度も最も大切な戒めを語られました。それは、「あなたは心を尽くし、いのち

を尽くし、知性を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。」という戒めと、「あなたの隣人を自

分自身のように愛しなさい」（マタイ22章37･39節[新改訳]）。ユダヤ人たちに与えられていた

６１３あると言われる戒めの中で最も大切な唯一の戒めはどれですか？とたずねられた答え

がこれでした。「神を愛し、人を愛すること」。これは二つであって、一つであるということです。  

しかし、ユダヤ人たちは、「神を愛する」ことに関しては戒めを守ることによって一生懸命で

したが、後者の「隣人を愛する」ということに関しては全くできていませんでした。その部分をイ

エス様は徹底的に教えたかったのでしょう。弟子のヨハネもそのことをこのヨハネの手紙の中で

訴えています。「『神を愛している』と言いながら兄弟を憎む者は、偽り者である。現に見てい

る兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛することはできない。[４：２０]」と。 

イエス様は言葉だけの方ではありませんでした。実際に私たちを愛するがゆえに、そのお命

までも私たちにご提供くださいました。しかも、私たちがお願いしたわけではなく、一方的に前

もって私たちのためにご自身をささげられました。私たちはそこまでされた主の犠牲をどこまで

理解できているでしょうか？ 

主はザアカイの家にお泊りになり、ザアカイ自身をお救いになりました。ユダヤ人でしたが、

罪人として、人々から捨てられていたザアカイを主は救い出されました。「人の子が来たのは、

失われた者をたずね出して救うためである。」と言われました。ザアカイはイエス様に出会い、

自分自身が失われた者であることを自覚させられました。イエス様はうごめく群衆たちが飼う

もののない羊のようにさまよっているのを見て深くあわれまれました。しかし、人々は自分自身

がどれだけあわれまれなければならない存在であるかを理解していた訳ではありませんでした。

だからこそ、彼らは最終的にはイエス様を十字架にはりつけにしてしまった。私たちも皆同様

です。ザアカイのようにして主に救っていただかなければならない存在なのです。 

「私をも愛して死なれたイエス様」 
～イエス様の深いあわれみの心～ 


